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等と共同で大規模シミュレーションソフトウェアを開発し、社会に貢献していることなど

は、優れた成果である。 

 以上の点について、情報基盤センターの目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、

研究成果の状況は、情報基盤センターが想定している関係者の「期待される水準を上回る」

と判断される。 
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大きく改善、向上している、または、高い質（水準）を維持している 

 

当該組織から示された事例は３件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」と判断された。 
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